
青
森
県
風
間
浦
村
長

6
^
^
Π
^
^
^
^
内
^
旧
^
加
^
^
^
^
^

浜
力
判
長
を
は
じ
め
、
村
議
会
議
員
、
役
場

職
員
の
口
人
が
司
志
社
を
劭
問
さ
れ
た
癒

樹
浦
村
と
同
ヒ
心
社
と
の
関
係
は
、
 
1
8
6
4

創
立
者
新
島
襄
力
「
凶
鮮
を
同
指
し
て
州

年
、海

中
に
、
北
風
と
激
し
い
潮
流
を
避
け
る
た

め
に
風
剛
浦
村
に
寄
港
し
た
こ
と
に
端
を
発

す
。
新
島
が
航
海
中
に
認
し
た
「
函
館
紀
行
」

に
も
あ
る
と
お
り
、
日
本
の
将
来
を
墨
い
、

大
志
を
抱
き
つ
つ
も
大
き
な
不
安
を
も
感
じ

な
が
ら
航
海
し
て
い
た
新
島
に
と
っ
て
、
名

ノ

湯
下
風
門
胤
泉
で
・
の
沖
袈
は
、
ひ
と
と
き
の

安
堵
を
与
え
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
、
新
島
の
奇

跡
の
生
祭
幕
を
開
け
、
思
社
創
立
へ
の

歩
み
が
始
ま
っ
た
と
も
.
や
え
る
の
で
あ
る

そ
の
よ
う
な
縁
に
ょ
り
、
風
問
浦
村
は
「
祠

志
社
創
立
省
暫
型
発
生
寄
港
の
地
碑
」
を

1
9
9
2
作
に
海
峡
い
さ
り
ぴ
公
園
内
に
建

立
、
毎
年
、
総
長
を
は
じ
め
法
人
関
係
者
が

出
席
の
う
え
碑
前
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
風
岡
浦
中
学
校
と
同
志
社
巾
学
校
の

J
J

人
が
同
志
社
を
訪
問

」
需
、
な
ら
ぴ
に
同
志
社
大
学
の
留
学
生
と

同
村
の
小
学
生
・
中
学
生
と
の
交
流
な
ど
の

事
業
継
続
さ
れ
て
き
て
い
る
。

訪
問
日
当
日
は
、
京
都
に
到
着
後
、
ま
ず

大
響
小
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
、
そ
の
後

◇
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
し
、
ハ
リ
ス
理

化
〕
姦
に
お
い
て
山
本
修
法
人
事
務
部
長
が

学
校
法
人
同
志
社
の
近
況
を
都
告
、
中
学
校
・

一
琴
学
校
の
木
村
良
己
校
長
お
よ
ぴ
竹
山
幸

田
前
校
長
が
中
古
続
合
の
経
繍
、
な
ら
ぴ
に

統
合
後
の
教
育
方
針
と
展
開
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
引
き
続
き
重
要
文
化
財
を
中
心
に
△
ノ

出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
の
後
に
岩
倉
キ
ャ

ン
パ
ス
に
移
動
し
、
中
〕
袈
・
高
等
学
校
を

視
察
さ
れ
、
訪
問
呈
を
終
え
た
。
今
回
の

訪
問
は
、
創
立
者
新
島
襄
に
ょ
っ
て
結
ぱ
れ

た
風
問
油
村
と
同
志
社
の
交
流
を
、
今
後
い

つ
そ
う
充
実
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
双

方
が
改
め
て
鵄
艸
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

た
。 ほ

力
ー

法
人
事
務
室

0
0
仂
工
一
m
l
》
↓
0
旦
吊
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開催口

10月3Π

作D

Ⅲ1依地

10同 91ヨ

(士)

東芽{

会場

六本木アカデミーヒルズ49
地下鉄日比谷線「六本木」駅

徒歩3分

金沢エクセルホテル東急
路線バス「香林坊陽尺
徒歩1分

国際ホテル舩Ⅱ、1
市電けd茸適」馴徒歩5分

10ja231ヨ

d_)

金沢

H例

Ok

松山

3Π

祝)

11刃140

(1ヨ)

福岡

i雑河ii赫Ⅲ"

加藤千洋教授
大学グローノUレ・スタディーズ
研究科

真山仁氏
作家
侶7年大学法学部卒)

真山仁氏
作家
(87年人学法学部卒)

佐憾優氏
作家・元外楞省モ任分析官
侶5年火学神学研究科修n

佐藤優氏
作家・元外務省1仟分析官
侶5午大学神学研究科修了)

奥山仁氏
作家
(87年大学法学部卒)

加藤千洋教授
大学グローバル・スタディーズ
研究科

11月20日
(土)

アクロス福岡
地下鉄「天神」駅

舩江

Ⅱ月21日
(日)

舩江テルサ
JR中'江」駅

盛岡

<主なプログラム>
13:30 開会挨拶、大学の近況雜告UU旧英二学長)会刑

14'00 誠師は表の通り誠演会
<A会場> 15:10~15:50 同志社大学のキャリア支援について

(大学キャリアセンター)

1550~16:10 地元企業などからの説明
<B会場> 14・20~14:50 車座による学牛アドバイザーと同校'kとの相談ム

15・00~15:40 入試説明(大学入学センター)
15.40~15:50 グローバル・コミュニケーション学部(2011年1刑設予定)紹介
1550~16:30 模擬誥義「同志社の英語」

<C会場> 14・00~16:20 個別学部による説Ⅲ十相談&入市井目談コーナー
(各学部・学生アドバイザー)
資料展示コーナー

16.30~!8:00 【会費制】

ホテルニューカリーナ
JR珸樹岡」駅徒歩8分

徒歩3分

福島

<D会場>

交1流交歓会

徒歩1分

福島ビューホテル
JR「福工削駅徒歩 1分

2
0
1
0
年
度
「
同
志
社
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
エ
ス
タ
」
開
催

ず
ニ
ャ
"
＼
＼
ー
.
ル
⇔
⑦
ず
一
旨
.
弐
.
弓
＼
円
一
=
ヨ
三
＼
冒
才
＼
6
1
才
§
・
ミ
ョ
一

2
0
1
0
年
度
も
「
同
志
社
大

学
の
今
」
を
お
伝
え
す
べ
く
、
咋

年
に
引
き
続
き
下
記
の
日
程
で

「
同
志
社
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
エ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
す
。
校
友
、
在

学
生
父
母
、
一
寝
生
を
対
象
に
、

大
学
の
近
況
報
告
、
講
演
会
キ

ヤ
リ
ア
支
援
や
入
試
に
関
す
る
説

明
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
し
ま
す
学
長
は
じ
め
各
学
部

の
教
職
員
、
学
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
同
志
社
大
学
の
こ
と
に
つ
い

て
直
接
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
印

刷
物
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
は

得
ら
れ
な
補
報
源
と
し
て
、
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

の
声
を
得
て
い
ま
す
。
今
年
も
、

全
国
の
会
場
で
多
く
の
皆
様
と
の

出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

校
友
・
父
母
課

大
学
企
画
部
広
報
室

0
0
Φ
工
一
m
l
>
↓
0
で
お
m
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大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
「
1
0
0
年
史
」
刊
行

1
創
造
と
挑
戦
の
歴
史
1

1
9
1
1
 
(
明
治
U
)
年
Ⅱ
月
部
日
、
第
三
高
等
学
校
と
の
試
合

が
同
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
年
を
創
部
年
と
定
め
て
か
ら
、
大
学

ラ
グ
ビ
ー
部
は
本
年
で
創
部
1
0
0
年
を
迎
え
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
の
D
R
C
ハ
ウ
ス
(
選
手
寮
)
設
置
に
始
ま
る
記
念

事
業
も
、
今
年
5
月
4
日
の
創
部
1
0
0
周
年
記
念
式
典
(
巻
頭
グ

ラ
ビ
ア
参
照
)
、
翌
5
日
の
慶
應
義
塾
大
学
、
京
都
大
学
両
定
期
戦

ほ
か
の
記
念
試
合
を
経
て
、
こ
の
「
1
0
0
年
史
刊
行
」
が
最
後
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

d

本
書
は
、
周
年
尋
一
誌
と
し

廿

゛

て
は
、
創
部
部
年
、
和
年
に
続

0
゛
一
゛

く
発
刊
と
な
り
ま
す
が
、
「
部

゛
.

゛

員
達
が
長
年
に
亙
り
こ
つ
こ
つ

◇

0

と
積
み
上
げ
て
き
た
智
慧
(
技

術
、
戦
法
、
部
の
運
営
な
ど
)
、

そ
れ
も
実
体
験
に
裏
付
け
さ
れ

た
智
慧
に
触
れ
、
こ
れ
等
を
記

録
と
し
て
残
す
大
切
さ
を
再
認

識
」
(
編
集
後
記
抜
粋
)
す
る

一
冊
と
な
っ
て
い
ま
す

O
o
m
工
一
仂
工
>
↓
0
旦
9
 
3

ゞ

年
度
別
記
述
(
第
1
章
)
以
外
に
も
、
卒
業
生
諸
氏
(
故
人
含
む
)

の
時
々
の
回
想
・
提
言
・
講
演
録
な
ど
、
数
多
く
の
想
い
が
集
積
さ

れ
た
、
単
な
る
記
録
集
か
ら
大
き
く
は
み
出
す
出
来
栄
え
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
部
関
係
者
で
あ
る
本
学
教
員
に
ょ
る
「
創
部

2
0
0
年
に
向
け
て
人
材
育
成
を
」
、
「
瓦
解
す
る
ア
マ
チ
ユ
ア
リ
ズ

ム
と
学
校
ス
ポ
ー
ツ
の
今
後
」
、
お
よ
ぴ
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
連
名
に

よ
る
「
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
負
傷
予
防
と
健
康
管
理
」
と
題
し
た
、
興

味
深
い
特
別
寄
稿
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
を
通
し
て
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
1
0
0
年
は
、
同
時
に
創
造

と
挑
戦
の
歴
史
で
も
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
こ
れ
は
部
関
係

者
一
同
が
次
の
1
0
0
年
に
向
け
て
心
に
刻
む
べ
き
精
神
で
す
。
皆

様
の
一
層
の
叱
吃
激
励
と
こ
支
援
を
お
願
い
し
て
、
こ
紹
介
と
い
た

し
ま
す
。

本
書
は
関
係
者
へ
の
配
布
を
前
提
に
制
作
い
た
し
ま
し
た
が
、
残

部
を
次
の
方
法
に
ょ
り
実
費
に
て
入
手
い
た
だ
け
ま
す
。

入
手
方
法
・
:

回
劃
伴
メ
怯
ψ
噸
代
1
嬰
郊
努

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

2
0
1
0
年
円
月
発
行
(
予
定
)

A
4
版
約
8
2
0
頁

大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
副
部
長

大
学
企
画
部
広
報
室
長

桂
良
彦
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